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定貴重視 経白艶調駆使などがあ旬ます.
】のゆでみ会きんに.も関係の.いのが個人市民後で寸.

個人市民穫は 前等分の所得f:1t-じて納める関野得.と均等め
視領毛織める均等制から会っています.

また 開時得綱の観専は 全国ど】でも伺じ撃でZ庁第されて

います.

.観期内に自主納製を
観 ム酬 "に 附制4問 暗 酬 の て い た "にと
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していただかないと剛酢輔副岬 ~jt1 -t. f， t:. 
市としても納付嘗健など余分な笹費がゆかること l会ります
ので納酬自主棚に唱力くださも .
叫酬ごとi 柑肘金疎開へお出かけに~I，f.i:<

てもよい便馴な口座毎讐制度をご刷用(f!き.'. 

〈週間中附宵〉

.，路'""ろぱ(拠金.，
【と を..月w凶働"日t防
!ところ f.<"7.，，i.'}-6陪蹴輔町)
内 宮i 蜘市 小 学 生 め ポ ス タ - ， 提示日
{桜Jr棋のひろ'"についてのRぃ合わせは奈良良蔵署

1rr$1201)へ.

111" しゐM!H
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関西国際空港と
和歌山城見学ツアー

.，時住術を‘構築して完成され文関商"間接~iH徳川八代

将軍曹来ゆかりの開歌山峨を見学しで 泉州紀州闘の古

今の匪受を学ぴ ーより理"を禄めてもらj;'jt畳築今昆陶

公醐二名公民館畳喚問公民館時断行い. ..

lと をI11 11刑制・..削{象台剛、午後5刷

1.台喝時1あやめ茂監遊園槍太虚摩地

l内 密10午前のo.聞西国時..の施般見学

0昼食z 空港内レストラ〆で各肉負盤

。午後の00 相歎山‘見学と鎌内倣策

岡 県'"人""人(観衆シは金利用します)

l申し込み】 往復はがきに微量仮名 住所氏名 年前'医

師 H 小て1111911までに崎明のいずれ加 公 民

館へ はがき i般に 1人根町.多い喝合は嫡遭e 量唆ケ丘

艇醐{問中山町西二了

lJ921-j n@637 

".三名公民館{〒ω，.園

赤陵町 3684 n@9 1 1 

'"量契ケ丘公民.，守'"

.量健イ伊豆一丁目 41 6 2-

" .⑬7 4 3 1) 

せいぷドラマフェスタ'95
オ ズ の魔法使い
!と を "月9困午後 1時半(開渇午後零時字)

!とこ る1 ならま色セ〆ター

随 員】 小学生以下の..と保種宥刑人

Iλ・ 剥】 無料

【申し込みj 往復はがき 1:rオズの魔法使」申し込みJ
住所 氏名{保護者名児司lt，)年齢 ('rJf) 電留番号

晶、で"月'"日 刊岬で四.公民館伶園生二TO

I ‘ n@OIOI)へ多も渇合ほ繍遭

Q 

ドロ ン一冊聞と 一緒i耐の図れ阻<:?! 

みんなで応概すれば ドロシーの夢

みんなの夢がきっとかなうでしぶう.

舗 lMJ;i司I" 

】ども対.. 開制問往来
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期間ゅの主忽行事

《防火"レド》
O国 llJJ9Hi将午前哨から

Oところ J R.良駅 町広島骨

。肉奮 剤防音機.の積e・佐保山.. 実隊の演奏パトントヴラ の淑被鈴，消防クラプ買の欧と謝銭

。バレードコース l'奈良駅前一興福伊豆十二段下

《日防火.スタ 贋》
市内の小学生による優待伶お点..小Lます.

。とを 11il川畑、問時前8榊~午後四

Oとこる 市開1岡崎彪哨下

{岡英ゆ止)

" I・員出削



円

o 

，..切析ft34-1111側 亨630 二歳女讃南一丁目， -，・"刻51>

~!l:tt~に除闘の子叫通岡崎町 I ，会。ていH ん.白jj-"'f.:o';lまた みん

重寸ので盈姐・，縛ゥて取得医...に l会のためι"'.，一皮切・."必ず笹山?まL
特急 讐種目盛予釣し予...もら9 て， I ，号.

相、 .刊日に"蜘・tl'.S，lIt I ~ t:曹とごろ 寝 1 ~ lt.-- I漏出
子闘再刊oて甘い3健康帽の lの入 ( 押生制金 制艦岨".

よ〈叫叫が開札て(f'!~". I () ~同 制 H咽 "トゲ

lI!iJ.o6''-''吐けら'Hんので川 A 制柑ン.，，'"1:'" It ，'..'"ら
M 臼岬咽入者金ど通知・唱叫い I.，"' fで笹川nf"t.

川市山へ酬して〈だきい. I刊 し込けがん山開 閉艇も

惨この刊"は!tttc'7什ン金問 l闘で川llHf"t"1'市閉世間同

Lますので 7 -10凶ごろ民副反応婚制る l偲・.'タ ヘ.
ことがあ旬 ます.腐処がでた旬 " か か

るこ企があれば輔 崎町 四酬 に

相眼し指示，卸すてくだ釦 .，わし〈ほ

7明世h

11がん機B 縮機住民機E参
加岬
騎がんの先亡.，:"，・細細しています.

符来"がAががん仁よる死亡.困の1

自立金占。るもの&予想'"奮す.

.に咽a・.哨山間毘

L 輔酬岬めまLょ，.

'" ととろ畏1 ・帽…哨以上

何人〈健婦は陰" ・R盆....'"のみは

1剛耐哨牌醐H 酔恥は

更仁刷用【問削凹む}抽出と

金..帳寝 俊民観3・買観量・IJ115tての

み.，申し込み時1""L 111(-) 

.醐 闘相

酬岬制 見をめき'"trll'唯醐.，

次のE阻で実線Lます

酬 1:，11肘る酬 で審問が山

-・・につh て ‘みのあるλ以ご利用〈

だき、 医師による醐脚内けられ書

す骨盤者i・・乎慣をお施し"ォ.

・とを …"月'"僻健 1榊~岬 .

ところー師時世ンタ一 同."'..。

臥.t"'At何組 帽し品 …闘

で伺{:""-"̂'.

むし歯をつく 同 時 めの輔教室

"'<!:I!"'1l月初日伺時前向孝一.. .

ところ…市間醐センター 刊 務…酋

併医師の・指 .の・・"ょっ主、 L

Z膏u みが魯橋場 宮町特.. .定奥

円相その徳山 唱 し帥

醐 IH'tl闘軒<'))<';f"柑電

臨書.Jt， rul・，つ〈らをも '''0の@鍵

相…もて"月日日時で間

保・4ヒンターへ..、渇合'"・竃

成 人 箇 科 健蔵相 厳
歯科医・.'紺駿に.じます.

札肘酬嗣人晴山田闘

する，..ご左のある人"気般に綱酸して〈

だきも

-とを.，.，I月l町、.，000-lI:'f H: 
日 刊同時四"ター 哨 叫

以J:.<'JAU-の 師 同 し師 一醐で

闘をけ一、

体目。夜間の愈窮惨. 

. 田 山 師 ，=… →了悶

悶醐 時， "引

一 一内科 畑 一
体日・休日嗣司嶋崎ト叫痩

周・毎回押..略章一.・5時-t. 

. 体目醐同町 ，=… 一丁a
保健セ J ト内 時 " ・" 暗 回

付ト刷俣同年即時.一時3桝.

奈良市青 年作 晶展出展作 ロ
ロロ を 募 集

酔の文化 時 a周年掃除，..開しようと市左E管制副会時計聞き.-t.舗は来年 l削側、'"

4日 脚叫"ならまちセ〆ター {附問)"t""t.ι.t'，きるのは 市在住噛騨の"俊一臓の青年で尚

品"条発衰のもの l人2.(定まで.出品手級将"鰻斜です.

。出a鱒繍
惨日司区闘 ゆ号以上 '"予以羽?甑裳したもの.

惨浮."'10号以上初号以内"'直後したもの.版画"サLホ ル(22.7"'"x 15.8cmJ以上とします.

惨聞閥 横幅1欧 同 奥行剛m ‘き山市重き仰向以内とします.

日差 J帽叫"縦】恥 削，-以内とし融をしたもの. 立剣山縦'~m 慣町 軒町定

"叫gtlf'l"し11".(肺夏休。肘るも叫除きます.，

時一位ょが旬面積1. 13111'以内で縦 1 82<:m 柵 ，，~以内とし融H 岨愛媛してく氏きい

惨写車…カラー モノクロとも単作轟と し 劉ツ切から金銀ま?とします.作品は バネル袋または額侵して〈だき』

o.・・.. ・惨磁縦し.すいもの異奥金敏つもの高温を婚するもの働力源を必要とする もの事'*俊の強いもの腐敗L阜す

いも の そ の 航船恩われるもの醐に合わないものは受け付けません.

惨不 可制による惜の棚については腕時吋仇

~ flili'.M日に制，…晶についてはその腕時色 f 1tA，.

。磁入."付'"
・酔 1何回附.，岬~午後4時ならま，センター1階企醐示コーナー

。周礼、合わ包…市役所社会，賢官課へ.

組凶M'" 118 



l健康のコーナー
筒士Eが 車二車思二CE2二墨

田闘で閣で'H
同・ "lOaJ;l，l;吋笹 崎酬 岨
阿.，帽批と師 時国榊醐.

.の人".約(・しゐみ時にゆ L幽"
同し抽 田村幅 削 刷 出 保

.セ"ーへ.

帥車唱医師です

明 ...)叫""岡崎〈山

田制一削叩叫上世

稿欄住民酬醐聞の^"酬"

L込み時0・し酬 同し晶一闘

で"月畑町市師世酎凶欄

4ヒJ ターへ.

~_R 1明 酎肺・'"崎学-，哨学

一一 周で陣刊H.
同・.---JOaJ;l，l;.，女性 ....同一慣が

A柑 "';"I1I.l∞阿 ^.，叩A検

制柑"t '!>AI1~.，嗣".以上団

活保'隆盛良輔副健脚AIH~"~ (. 

L込み聞に・L幽"砂・し込み….衝
で前酬融制出柑"'，，'ーへ.

Iij 観

経婚舎ん間企で獅し〈過ご"ぜんか.

明・一予定日制 刊で酬主して・

園"で...叫句人 惨軌跡…往

復脚色巳酬肱柑輔H

関車予定図 rl!!.fl:1IJ ;眠Jl~.'て"
月初".に市酬惜"'，，'一日犬

酬 -TO1.州、*，.)肺"蝿

れた旬 Lて早a岡信.がでSますマスタ

ーしまぜんか.

~ ètt"'11月""僻・1骨正午 H
Eろ…市開醐セvト 同し帥

電磁で同センター~

三掴寝台の予防僚橿

一三種目肘何回H ソヲテリア・-

'"予防機種e・別方式で行い.す・'時金

U俸制です，

阿.-;1)伊写M脹町医引?制n川l川目-，川丹川削'"抽生

奪M 子引〔帽温醐知.軒金H謹酎句肘州， c肝E肝厚
.臨鹿 ..  膜1 月 ，， -耳亨F届底髭"写惨s月3引1目企.仇

の岬予{以岬..岨ニ唱.肺凶凶f付4叫a劇) 叩圃

.一-'.7息劃6州 Hで(臼帽. 復田目凶医

..関の体-診e目'昏"除臨" 惨.，艦E唱讐"建'"る
印

で a矧.，を"縛.。て取'鍍陵匪.，健降調』 符-

織祖日.予約し予..を色ら。て〈だ笹

川予約阿にU 通知・と予.民 IH-.

厳司岨伸。て H 抑制相川〈

わかるM 咽符して〈だ舎いー

..・.，ぃk受付られw ので .. 

月1・目以降岨入射どで通知和届かな

い人"市酬耐震へ酬して〈ださい.

〈わし"左側院へ

目鷹革Ch:"'(t肱主しb の予防 穫. 

. 晦陣L/"mL~ ワタ ，γ の予防'鍍度盤 e

闘柑で閉符m、H .輔"柚金卸陪酬で甘す.

哨哨.併一o明。明平刊a慮'"岬州山与納刷l聞0山 M叩下 {岬.蜘如• 伺金まれ.のη子(似以'酋.にヨ温.蜘知.を溢付面蔚奇み削} 

守s獲菱種歯鴎 欄，..か"までの子{以式£但
， 

c.'今，まで1:-麻尊Lんの予鈎織'縄.. 舎t受E吋，た子
鳥Lんにかaか炉。λ1予F利"安』け"鳥"れ、書ぜん}
~"，，" '.7ôl6吋打一
目色各層..聞の体.四".0・..

1 1 月[~青少年値主宵成強閏月間です l

青少年健全育成展
L 

この月間は 脅少年."身ともに健やかじ成長する】とを・9で、市民がー俸となった連衡をg展開しようとするものです.

‘績に必ける帯少年の健盆なJll:Aic.い『環境ゆ化J. rふれあし 家a敏育JのBを摩定L 市内小 中 高等学

伎の児費生徒のポスタ 展少年相援環境ゆ化映酒会穫.衝.曹会などの脅少年償金育成脅発展を聞憧します.

県市の脅少年術場買も日々植極的に取勿包んでいますの?みなさんの青少年健会育成に付する痩"と指@への・加

を2回顧いします.な必 1l '14flli盆免す〈いなどのお幾しみも附.して』ますので家族ぞろ9て"・し U!~ぃ.

くわしくほ 町役所少等循4・.ンターr、
lとをI1IlIl区川午後2害時字-，時.

午後1時単一3時

午後3時-，時学

1岨例午前1尚一午後，.

午後2時一

Iヨ目ω，"，尚一正午

寸ープニングセレモニー

屋外広告.法等僻修会

帽キ?ンぺーン(輔副附}

家庭歓腎ピヂオ・4旨栴自陣嘗会
映画会

機ポスター侵は"凶正午まで.少年個畿は"日 "日午前中

句通のど、
lv
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近貧食寓種駅周辺道也実あやめ旭駅周辺

I!!I今回融きれる白岡輔副止闘

近
保
高
の
原
駅
周
辺

ω 

近鉄奈良駅近鉄あやめ池駅近鉄寓鎗駅及び近鉄高の庫駅周辺の自豚.等放置禁止区総会"月>B

から位大します@

予告では 散置自伝車亀撃をなくすため位置禦止区滅を鉄道のま要駅周辺に買受けています.

このうち 近鉄奈良駅近鉄あわめ池駅近鉄富定釈汲ぴ近鉄高の原駅では、敏置策止区制度外への敏

置が懲増したのド伴い 岡駅周辺め放置祭止区媛."月 i日からよ凶のとおり鉱大します昭

その他の駅刷辺の禁止区域は従来どおりです.みなさまの働組Sカをお願いします

編集後記
酬に行った.蜘合いの族同hl>t，!H: r聞削町l~* l>. f/:1悔しからずやJの・1 榊^I:I*古い友人叫ろ

仁得して〈れてすご〈鰍"ヮたっけ..即施っていうと・"慮じる吋ピ柑はとん柑使令いと舎のゆもしれ傘い〔船
f行って・ f-t， ，ιイパイJ-<<1'-のわが子仁科払「今回も一81>'̂，'l叩と自分自身に何い聞か仕事h向かう一

向「叫で"削きんでLt.:JJの帥きん帽.""7とする.・目安心して動防川そん措開制明ですね{日}

輯c1仏式公明お墾揺相報~"攻<.

二

-
3
1
i
:一
i
i
e


	11月9日～15日は秋の火災予防運動
	出会いとふれあいの輪を広げました　生涯スポーツの祭典スポレクなら’95開催
	二十一世紀に向け、奈良と慶州の更なる交流と発展を
	市の表彰に輝く人々
	第8回建築文化賞
	善意銀行
	奈良県知事選挙は11月12日(日)が投票日です　みんなそろって投票日です　みんなそろって投票しましょう！
	ならの花　祖先から受け継いできた緑
	ふるさとの行事を訪ねて　慈恩会
	サークル紹介　カラオケ教室
	東西南北
	ママさん特派員レポート　わがふる里「田原」
	行政
	11月11日から17日は税を知る週間
	催し・教室
	0歳児保育とあそび
	スポーツ
	部落差別解消に向け　隣保館で文化祭
	公民館
	人権草の根講演会
	慶州市新羅国楽芸術団奈良公演
	関西国際空港と和歌山城見学ツアー
	せいぶドラマフェスタ’95オズの魔法使い
	秋の火災予防運動
	奈良市青年作品展出展作品を募集
	健康のコーナー
	青少年健全育成展
	自転車等放置禁止区域を拡大します！

